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06620108
フリーテキスト
練馬区からのお知らせ

06620108
フリーテキスト
〇健康被害救済制度について

06620108
フリーテキスト
　定期予防接種により健康被害が生じた場合には、予防接種法に基づく給付を受けられます。健康被害の程度に応じて、医療費、医療手当、

障害年金、死亡一時金等の区分があり、法律で定められた金額が支給されます。

　健康被害が予防接種によって引き起こされたものか、別の要因によるものなのか等の因果関係を予防接種・感染症医療・法律等、各分野の

専門家で構成される国の審査会にて審議し、予防接種によるものと認定された場合に給付を受けることができます。

　接種後の体調の変化や気になる症状が現れた時には、接種を行った医師またはかかりつけの医師にご相談ください。ＨＰＶワクチンの接種

後に生じた症状について、患者へより身近な地域において適切な診療を提供するため、各都道府県において協力医療機関が選定されています。

　協力医療機関の受診については、接種を行った医師またはかかりつけの医師にご相談ください。

06620108
フリーテキスト
接種当日の持ち物

06620108
フリーテキスト
①予診票　②母子健康手帳　③保険証　④同意書（必要な方のみ）

※コロナワクチンとの接種間隔は、片方のワクチンを受けてから２週間後に接種できます。　

06620108
フリーテキスト
接種を希望する方で予診票が手元に無い場合、練馬区保健所　保健予防課（03-5984-2484）までご連絡ください。


